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＜連絡事項＞
・北病棟の業者洗濯とCSセットは、センター入口に出すようにしてください。

＜患者様連絡事項＞
・向井　敦子様～臨時薬ロナセンテープ28日分処方。

＜要注目患者様＞	
・泉川　ケイ子様～朝食数口、昼食は拒否あり不食するも、服薬は問題なく行えている。独語聞かれるも易怒性や他者トラブルなし。

・山谷　由香様～頭痛の訴えあり、13：00疼痛時ロキソプロフェンNa(60)1T服用する。過度な飲水要求や易怒性なく過ごしている。

[bookmark: _GoBack]・十日市　利喜様～各食全量摂取するが、その後激しく咳込み酸素飽和度60～70％台へ低下あり。12：30酸素3L開始。その後酸素飽和度88～90％へ回復し13：00酸素中止。その他バイタルサインの異常なし。主治医指示にて胸部CT実施し、右胸水多量にあり。酸素飽和度低下時は適宜酸素投与の指示。臨時薬フロセミド（20）1T、アルダクトン（25）1T朝食後　10日分処方となる。

・若沢　広志様～15：00療養環境変更目的にて、東Bユニット2号室より、北病棟401号室へ転入となる。病棟オリエンテーション理解良好。他者交流し静穏に過ごしている。

＜小栁Dr.診察情報＞
・山谷　由香様～気分のむらや苛々感の訴えあり。次回定期より、バルプロ酸600mg→800mgへ増量となる。
臨時薬ヒベルナは同内容で7日分処方。

・松川　順子様～嘔気や不安感等訴えあり。本日よりヒルナミン増薬となるため、1週間様子観察。症状改善ない場合は、漢方も検討していく旨説明受けている。

・会津　慮子様～座位・仰臥位共に脚長差あり。疼痛のある右下肢が5㎝程短い状態。
骨盤～大腿部CT撮影の指示あり。本人、整形外科受診は希望するが、骨折していた場合の手術は希望しないと話している。
　　　　　　　　CTにて、右大腿骨頸部骨折の診断あり。
主治医より長女様へ連絡し、病状説明を実施。家族対応は出来ないとの事で、スタッフ付き添いでの受診を希望。
1/16(水)室岡整形外科受診にて了承される。

・佐野　貢様～高血圧であることは本人も認識し「顔を見た事ない爺さんみたいに、当たりたくない」と話している。
処方変更なし。

＜金Dr.診察情報＞
・井上　和美様～独語しているのは自覚しているが、内容は忘れてしまったと話している。
指示・処方の変更なし。

・飯豊　信雄様～指示・定期処方変更なし。

